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個別支援の無限ループに陥っていませんか？

目の前の「個人の困りごと」を解決しても、

地域の受け皿がなければ同じ課題が必ず繰り返される。

既存の制度では
対応できない
ニ ー ズがある

「通所先が
見つからない」

., 

「車業所に受け入れ
を拒否された」



役割の再定義：ケ ースワ ー カ ーから「システムアー キテクト」へ

Trad itional]個別支援の視点

・「この人が困っている」

・支援を調整し、サー ビスを当てはめる

・自立支援協議会をr報告と要望の場」とする

地域づくりを機能させる鍵は、

[Arch itect]地域デザインの視点

・「同様のケースがあり、00の仕組みが不足している」

•利害を編み直し、新たな場をつくる

・自立支援協謙会を「解決プロセスを回す場」とする

--→·を構造化し、仕祖みに変える1』.J o



地域を変える「変革のエンジン」 ： 4つのコアスキル

2.コ ー ディネ ー トカ
1.翻訳力(Translation) //
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4．エビデンス化
(Evidence) 

説得力を持たせる
（デー タ＋スト ー リ ー ）

3．プロトタイプ思考
(Prototype) 
実践で示す
（小さく試して必要性を可視化）



SKilll：個人の悩みを構造に変える「翻訳力」
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＇事実（W匝t) l 何が起きているか？
-

三ー （例：発達障害の若者が就労移行に定着できない）

背景(Why)

構造(System)

I なぜ起きているか？
i （例：支援密度・負荷が本人の状態と合っていない）

共通性(Pattern) -1 他にもあるか？
］ （例：複数ケ ー スで同様の離脱が発生）

」制度のどこがボトルネックか？
1 （例：軽度～中度の間で、短時間・低負荷から始めら

れる段階的就労の仕組みが欠けている）

【テクニック】記録段階から「構造メモ欄」を作り、個人名を消して説明できるか自問する。
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Ski ll 2：利害と意味を編み直す「コ ー ディネ ー トカ

ー／

二Architect 

／／ 

行政
(Govt) 

事業所
(Provider) 

医療
(Medical) 

企業
(Corporate) 

地域住民
(Residents) 

制度運用・公平性

人員・収益・リスク

安全・治療・防衛

生産性・負担軽減

安心•関係性

「既存制度の隙間を埋めるモデルケ ースになります」

「加算取得や職員研修の仕組み化に繋がります」

「重度化を予防し、医療費・対応負荷を軽減します」

「単なる協力ではなく、人手不足解消と低負担業務
の切り出しです」

「孤立を防ぎ、地域の安全網を強化します」

【鉄則】 「支援をお願いする」のではなく、

l 

＇ 

「組王[.-yへてのメリット」に翻訳して巻き込む。



Skill 3：小さく試して見せる「プロトタイプ思考」
1地域は前例主義。構想だけでは動かない。 「机上の課題」を「実証された課題」に変換する。J
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プロトタイプ（小さく試す） 制度化（常設の仕組み）
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設計フォ ー マット例

【目的］何を検証するか

【対象】！誰か
l図小さい：低コスト ・ 既存資源の流用（失敗してもいい設計） ー、＇

口早い：短期間で実施（例：いきなり常設拠点ではなく、月1回のサロンから）

―‘測れる：写真や記録を残し、客観的に評価可能にする
【期間）いつまで

【指標）何を測るか



Skill 4：実感を説得力に変換する「エビデンス化」

定量デー タ
（頭を動かす）
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（心を動かす）

件数
（年間20件の発生）

支援負荷
Y （平均調整期間3ヶ月）

結果(0件が解決困難）
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自立支援協議会の再定義：出口ではなく「設計条件」

協議会は放っておくと「報告の場」になる。 現場側がどこまで逆算して設計して持ち込むかが全て。
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PATH B: THE ARCHITECT'S HIGHWAY 
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制度を創るための「7つの逆算ステップ」

STEP5 ：協議会提案
デー タ＋構造十試行結果
＋解決案のセットで出す

STEP4：事前調整
協議会前に基幹相談・行政・
キ ー バー ソンとすり合わせる

STEP3：プロトタイプ
非公式に関係者と試行し、
ミニ実践をつくる

STEP2：記録変更
類似ケ ー ス数・支援負荷を
後で資料になる形で残す

STEPl ：候補認知
個別ケ ー スを「協議会案
件候補」として見立てる
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STEP7：制度化
〗業化・予算化・

ルール化の連成

ST'EP6：部会化•PJ化 
ワーキング設置•実証事業化
（単発で終わらせない）
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システムアー キテクトが避けるべき 「4つの罠」

罠1：相談員だけで抱え込む
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罠2：正義感で突っ込む（行政批即 l
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【対策】構造にフォ ー カス。 「制度が悪い I

と攻繋すれば反発される。 「現行制度に
隙間がある」と客観的課題に変換する。

罠3：課題が大きすぎる・抽象剪
- - - - -] 

【対策】解決可能なサイズヘの分解。 i| 
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缶殆罠4：打ち上げ花火で終わる
，込

【対策】時間軸と担当の固定。単発の議題
提起で満足せず、部会化やワ ー キンググ
ループ設置までをゴールに設定する。
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現場発で、 地域の仕組みを動かす人へ

•自立支援協議会は、与えられた場ではありません。

✓-' ・使い方を変えれは地域を変える最大の rエンジン」になります。

•違いはただ一つ。 r現場側がどこまで逆算て設計して持ち込むか」です。
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